
 

事業名 プラチナ世代の社会参画促進事業 

事業内容 

（目的・概要） 

１ 目的 

高齢化が一層進展していく中、地域の活力を維持向上させるためには、プ 

ラチナ世代※が、これまでの知識や経験を活かし、地域を支える一員として活

躍することが重要である。 

 このため、現役世代も含めたプラチナ世代が、積極的に社会参画、地域貢

献できる社会の構築に向け、「広島県プラチナ世代支援協議会」により、他団

体等と連携・協働した取組を実施する。 

 また、地域で活躍する人材を育成するため、市町と連携して、広島県高齢

者健康福祉大学校（プラチナ大学）を運営する。 
※「プラチナ世代」：高齢になって年齢を重ねても、地域や社会の中で、自分の

できる範囲で自分らしく活動し、輝いている方々を「プラチナ世代」と呼称

する。（平成 19年度から使用、平成 30 年度から定義変更） 

２ 事業 

（１）広島県プラチナ世代支援協議会の運営、情報発信 

（２）現役世代（企業等）への働きかけ 

（３）広島県高齢者健康福祉大学校（プラチナ大学）の運営 

事業主体 広島県、広島県プラチナ世代支援協議会（県から負担金を支出。Ｈ21.4.14 設立） 

採択要件   

補助率、融資額、 

その他の財源 

措置の内容 
単県事業 

制度創設年度 平成 21 年度 

関係省庁名  

最近の実績 

【令和４年度】 

○広島県プラチナ世代支援協議会ホームページの運営 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/263/platina.html 

〇企業等に対する出前講座の実施 （計３団体） 

〇広島県高齢者健康福祉大学校（プラチナ大学）の運営 

 安芸太田町、江田島市、三原市で開校 

問合せ先 
健康福祉局地域共生社会推進課 

Tel 082-513-3201 e-mail fukyousei@pref.hiroshima.lg.jp 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/263/platina.html

